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町 の 人 ロ 

(8月1日現在） 

総人口 9, 042人 

男子 4, 218人 

女子 4, 824人 

世帯数 2, 605世帯 
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毎月第3日曜日は 

家庭の日です 

この日は一家団らんで家 

族揃って家庭でくつろぎ、 

青少年の考えや、悩みを聞 

いて、明るい、家庭をつく 

り子ども達が健康で明るく 

育つようにつとめましょ 

う。 

毎月第ー日曜は 

交通安全の日です 

交通安全は、家族に 

よる話しあいが大切 

です。 

日頃から交通安全に 

ついての知識を習慣 

づけることが大切で 

す0 

 プール完成で よろこびにわく上野校 

上野小学校にこのほどプールが完成し、子どもたちはよろこびに 

わいています。 

これまで子ども達は、夏になると川や、池は「ここで泳いではい 

けない」の立札で、締出されていましたが、プール完成で解消され、 

子ども達は泳いだり、ゲームをして元気に夏休みを過しています。 

議
案
「
九
件
」
可
決
 

」ハ 

月

定

例

町

議

会

 

昭
和
四
十
五
年
六
月
町
議
会
 

（
定
例
会
）
は
六
月
二
十
六
日
開
 

か
れ
、
議
案
八
件
、
諮
問
一
件
、
 

請
願
五
件
，
三
月
議
会
よ
り
継
続
 

審
議
と
な
っ
て
い
た
「
町
営
住
宅
 

使
用
料
徴
収
条
例
の
一
部
改
正
に
 

つ
い
て
」
以
上
の
全
議
案
が
原
案
 

通
り
可
決
第
＋
八
号
議
案
は
修
正
 

可
決
 

一
、
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
 

例
の
一
部
改
正
 

二
、
田
川
郡
公
平
委
員
会
委
員
選
 

任
 

三
、
医
療
保
険
制
度
の
改
革
に
関
 

す
る
決
議
 

四
、
福
岡
県
町
村
取
員
退
取
手
当
 

組
合
規
約
の
一
部
変
更
に
関
す
 

る
決
議
 

五
、
赤
池
町
賦
課
徴
収
条
例
の
一
 

部
を
改
正
す
る
条
例
 

六
、
昭
和
四
十
五
年
度
赤
池
町
一
 

般
会
計
補
正
予
算
 

七
、
工
事
請
負
契
約
締
結
に
つ
い
 

て
 

八
、
日
雇
健
康
保
険
擬
制
適
用
の
 

焼
止
の
撤
回
に
関
す
る
意
見
書
 

の
提
出
に
つ
い
て
 

諮
問
 
財
団
法
人
赤
池
町
開
発
公
 

社
設
立
に
つ
い
て
 

請
願
 

〇
戻
鉱
博
物
館
、
慰
霊
塔
建
設
 

請
願
 

〇
食
管
制
度
堅
持
等
に
関
す
る
 

請
願
 

〇
日
雇
健
康
保
険
擬
制
適
用
の
 

廃
止
の
撤
回
に
関
す
る
請
願
 

〇
高
令
失
業
者
等
就
労
事
業
の
 

実
施
を
求
め
る
請
願
 

〇
所
得
制
限
強
行
な
ら
び
に
失
 

対
の
不
当
排
除
の
撤
回
に
関
 

す
る
請
願
 

な
お
本
議
会
に
お
い
て
故
田
口
巧
 

議
員
の
生
前
の
功
績
を
し
の
び
追
 

悼
議
決
が
な
さ
れ
船
津
厚
生
委
員
 

長
よ
り
哀
悼
の
辞
が
の
べ
ら
れ
た
 

田
口
巧
議
員
略
歴
 

昭
和
三
十
年
四
月
三
十
日
町
議
 

会
議
員
当
選
連
続
二
期
つ
と
め
、
 

昭
和
四
十
二
年
四
月
三
十
日
再
出
 

馬
さ
れ
当
選
三
月
定
例
町
議
会
を
 

最
後
に
病
に
倒
れ
五
月
十
三
日
 

コ
ハ
十
三
才
）
逝
去
 

一

 

税
務
課
だ
よ
り
」
 

八
月
は
、
納
税
強
調
月
間
の
月
 

で
あ
り
ま
す
。
 

町
県
民
税
一
期
分
二
期
分
「
固
 

定
資
産
税
】
期
分
二
期
分
、
軽
自
 

動
車
税
等
の
未
納
の
方
は
是
非
八
 

月
末
日
ま
で
に
納
入
し
て
下
さ
 

な
お
、
納
税
組
合
長
さ
ん
宅
に
 

は
担
当
係
が
直
接
お
伺
い
致
し
ま
 

す
の
で
、
御
多
忙
中
恐
縮
と
は
存
 

じ
ま
す
が
、
組
合
員
の
税
金
の
取
 

ま
と
め
方
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

（
組
合
員
名
簿
持
参
し
ま
す
）
 

‘

し

‘
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軽
自
動
車
税
に
つ
い
て
 

最
近
軽
自
動
車
「
原
動
機
付
自
 

転
車
、
軽
自
動
車
（
三
六
〇
C
C
 

未
満
）
」
等
の
異
動
が
多
く
（
五
 

月
中
の
売
買
件
数
六
五
台
）
自
動
 

車
の
販
売
会
社
と
売
買
契
約
す
る
 

際
従
来
自
分
が
持
っ
て
い
た
中
古
 

車
を
下
取
り
に
出
す
時
は
、
下
取
 

り
に
出
し
た
軽
自
動
車
の
廃
車
手
 

続
き
（
会
社
に
廃
車
手
続
き
さ
せ
 

‘
る
場
合
）
等
は
責
任
を
持
っ
て
廃
 

車
手
続
き
を
さ
せ
る
よ
う
話
し
合
 

っ
て
お
く
こ
と
。
 

後
日
に
な
っ
て
会
社
が
廃
車
手
続
 

き
を
し
て
い
な
い
た
め
税
金
を
一
一
 

台
分
納
め
る
結
果
に
な
り
ま
す
。
 



。
 

け
 

い
 

広 あ か 報
 

知
っ
て
お
き
た
い
 

水

道

の

知

識

 
その一 

七
月
一
日
発
行
の
町
広
報
（
町
 

の
新
聞
）
で
、
水
道
事
業
の
あ
ら
 

ま
し
に
つ
い
て
お
し
ら
せ
し
ま
し
 

た
が
、
今
月
は
日
常
水
道
の
水
を
 

使
う
上
で
、
知
っ
て
い
た
だ
き
た
 

い
こ
と
を
お
し
ら
せ
し
ま
し
よ
 

・つ。 
⑨
給
水
装
置
⑥
 

給
水
装
置
と
い
う
の
は
、
図
の
 

と
お
り
、
配
水
管
分
岐
点
か
ら
蛇
 

口
ま
で
図
で
は
太
い
部
分
を
い
い
 

ま
す
。
こ
の
維
持
管
理
は
各
家
庭
 

で
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
】
 

こ
れ
は
町
の
水
源
池
か
ら
で
る
飲
 

料
水
を
各
家
庭
が
受
け
る
た
め
、
 

庭
 

、ノー 

家

、

 
ノ
 
ー
 

，
 
ノ
 

、
 
出《 

配水管分岐点から虻l I 

までは個人の管理で」 

配水管分岐I' 
、 

公
 

そ
の
取
付
費
用
を
各
家
庭
で
負
担
 

し
て
い
る
た
め
で
あ
っ
て
（
赤
池
 

町
の
場
合
、
鉱
害
補
償
の
一
環
と
 

し
て
各
家
庭
は
直
接
取
付
費
用
は
 

負
担
し
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
）
 

い
わ
ば
各
家
庭
の
財
産
と
な
る
か
 

ら
で
す
。
 

従
っ
て
修
理
，
取
り
か
え
な
ど
 

の
工
事
費
用
は
各
家
庭
の
負
担
と
 

な
り
ま
す
の
で
日
頃
か
ら
管
理
を
 

十
分
に
し
て
下
さ
い
。
 

節
水
に
協
力
を
！
 

毎
年
夏
に
な
る
と
水
の
使
用
量
 

が
急
激
に
増
加
し
、
水
源
池
か
ら
 

各
家
庭
に
給
水
し
て
い
る
水
の
最
 

vーーー可悪質な電話業者」に注意ー～ー…～3 

最近「電話が早くつく、やすくつく」と云って申し込みや架 

設手続きを高い手数料で代行をしている業者がいますので十分 

注意して下さい。 

電話を新設したいときは、直接電話局にお間合せ下さい。 

安全確実です。 金田電報電話局長 

が
不
足
し
、
あ
げ
く
に
は
 
「断 

水
」
さ
わ
ぎ
を
起
す
結
果
と
な
っ
 

て
お
り
ま
す
。
こ
の
原
因
は
、
次
 

の
よ
う
な
こ
と
が
主
な
よ
う
で
あ
 

り
ま
す
の
で
各
家
庭
の
節
水
に
対
 

す
る
協
力
を
お
願
い
す
る
と
共
に
 

今
年
こ
そ
「
断
水
」
さ
わ
ぎ
を
起
 

さ
な
い
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
 

す。 
m
道
路
、
屋
敷
内
等
に
無
制
限
 

の
撤
水
 

②
炊
事
、
洗
濯
等
の
場
合
給
水
 

栓
の
（
蛇
口
）
の
あ
け
っ
ぱ
 

な
し
 

⑧
庭
池
に
一
日
中
水
を
出
し
っ
 

ば
な
し
 

④
各
家
庭
並
び
に
商
店
に
お
け
 

る
食
料
品
の
冷
凍
用
に
大
量
 

の
水
を
つ
か
う
 

家
庭
の
奥
さ
ん
方
へ
 

福
岡
県
下
の
も
と
炭
鉱
の
あ
っ
 

た
町
村
で
、
炭
鉱
が
あ
っ
た
と
き
 

は
、
炭
鉱
水
道
で
あ
っ
た
た
め
、
 

水
道
料
金
は
「
タ
ダ
」
で
あ
っ
た
 

が
、
炭
鉱
が
な
く
な
り
町
営
水
道
 

と
な
っ
た
た
め
、
町
が
水
道
料
金
 

を
と
り
出
し
た
ら
炭
鉱
水
道
時
代
 

に
く
ら
べ
、
各
家
庭
の
水
の
使
用
 

量
が
半
分
に
減
っ
た
と
い
う
話
が
 

あ
り
ま
す
が
、
有
料
無
料
を
問
わ
 

ず
常
に
無
駄
な
水
を
使
わ
な
い
習
 

慣
を
身
に
つ
け
る
よ
う
お
願
い
致
 

し
ま
す
。
 

参
考
の
た
め
昨
年
の
実
績
は
下
 

図
の
と
お
り
で
あ
り
田
川
市
の
約
 

三
倍
、
小
竹
町
の
約
五
倍
と
い
う
 

実
績
が
で
て
い
ま
す
。
 

昭
和
 44 

年
7
月
1
8
月
ま
で
の
 

赤
池
町
1
戸
当
り
平
均
使
用
量
と
 

各
市
町
1
戸
当
り
月
平
均
使
用
量
比
較
表
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1ケ月標準世帯最大水量 
(4人） 
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赤
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町
 

nU 

ー
国
保
加
入
者
へ
お
知
ら
せ
ー
 

交
通
事
故
に
あ
つ
た
ら
、
 

国
民
健
康
保
険
係
に
届
け
ま
し
ょ
う
。
 

自
動
車
事
故
で
医
師
の
診
療
を
 

求
め
る
と
き
、
医
療
機
関
の
窓
口
 

で
は
、
 

「
保
険
で
は
か
か
れ
な
 

い
』
と
い
わ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
 

す。 そ
れ
は
自
動
車
損
害
賠
償
責
任
 

保
険
（
自
賠
保
険
）
が
あ
る
か
ら
 

と
い
う
考
え
方
が
あ
る
た
め
で
 

す。 「
保
険
は
使
え
な
い
」
と
い
わ
れ
 

て
自
費
で
治
療
す
る
と
大
変
で
 

す。 交
通
事
故
で
ケ
ガ
を
し
て
治
療
 

を
受
け
ら
れ
る
と
き
は
、
必
ず
国
 

民
健
康
保
険
係
に
届
け
て
い
た
だ
 

か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

0 赤池町を除く他市町は料金対象 

（
加
害
者
が
医
療
費
負
担
）
 

交
通
事
故
に
よ
る
ケ
ガ
の
医
療
 

費
は
本
来
、
加
害
者
が
全
部
弁
償
 

し
て
負
担
す
べ
き
も
の
で
す
。
 

そ
Q
弁
償
が
不
十
分
で
あ
っ
た
 

り
遅
れ
た
り
す
る
場
合
に
、
国
民
 

健
康
保
険
を
使
っ
て
い
た
だ
く
こ
 

と
に
な
り
ま
す
。
 

国
民
健
康
保
険
を
使
う
と
い
う
 

こ
と
は
、
つ
ま
り
、
加
害
者
が
負
 

担
す
べ
き
医
療
費
を
市
区
町
村
が
 

一
時
、
変
っ
て
支
払
う
だ
け
で
、
 

あ
と
で
市
区
町
村
が
そ
の
医
療
費
 

を
被
害
者
に
な
り
か
わ
っ
て
加
害
 

者
に
請
求
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
 

ま
す
。
 

も
し
交
通
事
故
に
あ
っ
た
時
は
 

す
ぐ
に
役
場
国
保
係
へ
届
け
出
し
 

ま
し
よ
う
。
 

世
帯
更
生
資
金
 

を

借

り

る

に

は

 

こ
の
制
度
は
「
生
活
に
困
っ
た
 

人
々
を
一
人
で
も
多
く
自
立
更
生
 

さ
せ
ょ
う
」
と
い
う
社
会
奉
仕
の
 

熱
意
か
ら
発
展
し
て
き
た
制
度
で
 

あ
り
ま
す
。
 

一
、
貨
付
対
象
者
 

低
所
得
世
帯
で
、
資
金
の
貸
付
 

と
必
要
な
援
助
、
指
導
を
受
け
る
 

こ
と
に
よ
り
、
独
立
自
活
で
き
る
 

と
認
め
ら
れ
、
か
つ
、
必
要
な
資
 

金
の
融
資
を
他
か
ら
受
け
る
こ
と
 

が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
世
 

帯
、
ま
た
身
体
障
害
者
手
帳
を
も
 

っ
て
い
る
身
体
障
害
者
で
す
。
 

ニ
、
貸
付
資
金
の
種
類
 

〇
 
更
生
資
金
 

生
業
費
、
支
度
費
、
技
能
習
得
 

費
 

〇
 
身
体
障
害
者
更
生
資
金
 

身
体
障
害
者
生
業
費
、
身
体
障
 

害
者
支
度
費
、
身
体
障
害
者
技
 

能
習
得
費
 

〇
 
生
活
資
金
 

生
活
費
、
出
産
費
、
葬
祭
費
 

〇
 
住
宅
資
金
 

改
修
費
、
転
宅
費
 

〇
 
修
学
資
金
 

修
学
費
、
就
学
支
度
費
 

〇
 
療
養
資
金
 

〇
 
災
害
援
護
資
金
 

三
、
申
込
の
手
続
 

借
入
申
込
者
は
申
込
書
を
そ
の
 

居
住
地
の
民
生
委
員
を
通
じ
て
役
 

場
民
生
課
社
会
福
祉
係
へ
提
出
し
 

て
下
さ
い
。
 

諸
用
紙
は
役
場
窓
口
に
あ
り
ま
 

す。 


